
改訂化学の新演習　正誤表　　2刷用

ページ 問題番号など 訂正行 訂正前（誤） 訂正後（正）

本冊 36 63（3） --- 〈文末に追加〉 （気体定数<i>R</i>＝8.3×10<sup>3</sup>Pa・L/(K・mol））とする。）

別冊解答 2 1 解説 (4)④ 全文

同族元素のイオン半径は，原子半径と同様に説明できるが，同周期元素では，ふつう1，2，13

族元素はその周期の1 つ前の周期の貴ガスの電子配置をもつ陽イオンになるので，この順にイオ

ン半径は小さくなる。16，17 族元素はその周期の貴ガスの電子配置をもつ陰イオンになるの

で，この順にイオン半径は大きくなる。つまり，原子番号とイオン半径は一定の傾向を示さな

い。

同族元素のイオン半径は，原子半径と同様に説明できる。同周期元素では，ふつう1，2，13 族

元素はその周期の1 つ前の周期の貴ガスの電子配置をもつ陽イオンになるとイオン半径は小さく

なるが，16，17 族元素はその周期の貴ガスの電子配置をもつ陰イオンになるとイオン半径はも

との原子半径よりも大きくなる。したがって，原子番号とイオン半径は一定の傾向を示さない。

別冊解答 113 164 解説（1）
4行目の反応式右

辺
O<sub>2</sub>＋2H<sub>2</sub>O O<sub>2</sub>＋H<sub>2</sub>O

別冊解答 140 200 解答（3）(b) --- 褐色 黒褐色

別冊解答 211 276 解説 10行目 アセントが生成する。 アセトンが生成する

別冊解答 230 299 解答（2） --- アルキド樹脂 グリプタル樹脂（アルキド樹脂）

別冊解答 231 299 解説（2） 反応式の説明文 アルキド樹脂 グリプタル樹脂

<></>で囲まれた部分は以下のような文字です

下線 <u>□ </u> 

イタリック <i>□</i> 

太字 <b>□</b> 

上付き <sup>□</sup>

下付き <sub>□</sub> 


